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はじめに

　下関市豊北町大字角島字沖田に所在する沖田遺跡では、角島大橋架橋に伴う橋脚の基礎工事に伴い、

1998 年に発掘調査が実施された。調査の結果、遺構は検出されなかったが、遺物包含層から刻目突

帯文土器～綾羅木Ⅲ式段階の土器や石器を中心とする遺物が大量に出土した。特に注目されるのは、

弥生時代前期の初期遠賀川式土器で、⾧門西部における農耕社会の成立をはじめ、土井ヶ浜弥生人の

ルーツや山陰地方への農耕社会の波及を考える上でも重要な資料である。田畑はこれらの初期遠賀川

式土器を検討した結果、その特徴から福岡県宗像地域との関連を指摘したが（田畑 2003）、具体的

に検証することはできなかった。その後、2020 年度に田畑を研究代表者とする科研費（基盤研究Ｃ）

「弥生時代高地性集落研究の原点を見直す」が採択された。この研究課題は縄文時代晩期後葉～古墳

時代前期の土器などの遺物や集落様相の検討を通じて、従来よりも幅広い観点から山口県の高地性集

落の位置づけを再考するものである。

　今回、この一環として、⾧門西部における農耕社会の成立にあたって、北部九州との関係を具体的

に検証することを目的として、沖田遺跡と福岡県福津市今川遺跡出土土器の胎土分析を企画した。分

析対象土器は田畑が選択し、鐘ヶ江、七村、大倉が分析を行った。

１．分析試料と方法

　分析方法としては、蛍光X 線分析と岩石学的分析を実施し、元素分布と鉱物組成から土器の材料

の産地や生産単位などの手がかりを得ることを目指した。蛍光 X線分析は、鹿児島大学先端科学研

究推進センター機器分析部門のリガク社 ZSX -100e を使用した。X線強度から元素組成を算出する

方法は、低希釈率（3 倍）ガラスビードを用いた検量線法である。

　分析試料は、鉄製乳鉢による粗粉砕の後、めのう乳鉢で微細粉末にした。ガラスビード作成の際

は、試料 1.50g と混合融剤 ( 四ホウ酸リチウム 66％、メタホウ酸リチウム 34％ ) 3.00g を混合し

1250℃で溶融させた。

　X 線強度による元素組成の算出では、検量線法を用いた。各元素の質量濃度測定のための検量線作

成は、標準試料として地質調査総合センターから提供されている火成岩シリーズ JA-1、 JA-2、 JA-3、 

JB-1、 JB-1a、 JB-2、 JB-3、 JF-1、 JG-1、 JG-1a、 JG-2、 JG-3、 JGb-1、 JP-1、 JR-1、 JR-2 を用いた。測定対

象の主成分元素は、SiO2、TiO2、Al2O3、Fe2O3、MnO、MgO、CaO、Na2O、K2O、P2O5 であり、す

べて酸化物表示で示している。微量元素は、Ba、Cr、Nb、Ni、Rb、Sr、V、Y、Zn、Zr、Cu を対象

とした。なお、主成分元素の分布図作成の際は、各元素の計が 100％となるよう規格化した数値を

使用している。

　岩石学的分析は、偏光顕微鏡を用いて薄片の観察を行った。顕微鏡観察のための試料は、土器片の

上下断面に沿って切断し、表面を研磨した後、熱硬化性エポキシ系接着剤 ( ペトロポキシ 154) を用
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いてスライドグラスに接着させ、0.03mm の厚さの薄片を作成した。作成した薄片に対して、鉱物の

組成や胎土組織などの観察を行った。

２．分析結果

２．１　沖田遺跡出土土器

　沖田遺跡の土器片より分析用の破片を採取し、分析に供した（図 1・表 1）。ただし、土器片の大

きさより採取量に制約があり、蛍光X 線分析と岩石学的分析の両方の分析に供する量が確保できな

かったものがある。

　沖田遺跡出土土器の蛍光 X 線分析の結果をみると、SiO2 は 60% ～ 70%、Al2O3 が 16% ～ 22%の

範囲に収まる（表 2）。このことから、沖田遺跡出土土器製作に使用された材料は、酸性岩や中性岩

に由来すると推測される。

　次に、土器製作の材料採取や土器生産単位の抽出、土器の移動を検討するにあたって、粘土の地域

差を示す元素を選択しそれをもとに元素の挙動を分析する必要があるが、これまでの日本の土器研究

では、⾧石類の組成に関わるCa、K、Rb、Sr の 4 元素が有効な元素であることが明らかになっている（三

辻1983ほか）。そこで、この 4 元素と、Fe、北部九州の弥生土器の分析で注目されているMg、Cr、

図 1　沖田遺跡分析土器
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Ni の挙動（石田ほか 2011 ほか）等を手掛かりとして、土器製作の単位や土器の移動について検討

してみたい（図2）。

　CaO-K2O の分布をみると、沖田遺跡出土土器は CaO の値が低いもの（No.2、4、10、11、13）と

高いもの（No.5、6、7、9、12、14）がある。同様に、Sr にも値が低いもの（No.2、4、7、11、

13）と高いもの（No.5、6、9、10、12、14）があり、分布図の右側に集中していることがわかる。

一方、Rb は、No.5、6、12、14 がやや低い値を示している。この分布から、No.5、6、12、14 が

CaO、Sr が高く Rb が低い点でまとまりがあると推測でき、土器の胎土のグループとして抽出可能と

評価しうる（沖田胎土 A）。沖田胎土 A は、Fe の値も高く、Cr の値が高く Ni の値は低い。No.6 は

Cr の値が低いため、検討を要するが、沖田胎土A は他とは異なる搬入品のグループとして位置づけ

られる可能性がある。ほかの土器も、複数の産地の胎土を示す可能性があるが、どの程度のグループ

に分類できるかは判然としない。

　沖田遺跡の元素の分布を、対岸の豊北町の土井ヶ浜遺跡とその周辺遺跡の元素組成のデータ（鐘ヶ

江・棟上2014）と比較したのが図 3 である。なお、土井ヶ浜遺跡とその周辺遺跡のデータは、前期

土器の元素のデータを抽出している。CaO-K2O、Rb-Sr の分布は、比較的土井ヶ浜遺跡の組成とも近

い様相を示しているが、CaO と Sr の分布が高いものは沖田遺跡A のグループであり、前期土器のデー

表 1　沖田遺跡分析土器
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タ数が限られているため、今後もデータを増やして検討する必要がある。

　次に、偏光顕微鏡による岩石学的分析の結果を示す（表 3・図 4・5）。前述のように分析対象の土

器片は小破片が多く、薄片用の試料を十分に採取できなかったため、小論は鉱物組成の概略を述べる

にとどめ、定量的な鉱物組成の提示や詳細な検討は別稿に期したい。

　分析対象の土器を観察すると、石英、⾧石類を中心とする鉱物組成であり、深成岩に特徴的な他形

の石英・⾧石類や複合粒子が多くの個体で確認されることから、沖田遺跡出土土器は、花崗岩類に代

表される深成岩に由来する材料で製作されたと考えられる。

　有色鉱物に着目すると、黒雲母をやや多く含み、角閃石や輝石類を少量含むものがある（No.5、

12、14）。他の試料は、有色鉱物の含有量はわずかであり、有色鉱物を多く含むものは比較的に明瞭

に区分できる。

　なお、沖田遺跡出土土器の胎土中には少量ながら火山ガラスが確認された。土器製作の際の材料は、

火山ガラスを含む土壌中から採取したことが推測される。

　沖田遺跡出土土器の材料の由来について把握するために、沖田遺跡周辺の地質を確認すると（岡本

1961；豊北町史編纂委員会 1972；西村ほか編1995）、沖田遺跡の位置する下関市豊北町の角島は、

古第三紀漸新世に噴出した安山岩～石英安山岩の岩盤に、新第三紀漸新世～中新世の日置層群と、新

第三紀中新世中期の油谷湾層群が堆積し、さらに新第三紀中新世後期の火山活動に伴い玄武岩などの

山陰火山岩が覆う構造となっている。沖田遺跡出土土器の胎土にみとめられる深成岩に由来する粒子

は、角島の地質とは合致せず、沖田遺跡出土土器は島外から搬入された可能性が高い。具体的な搬入

ルートについては、後の章で検討することにしたい。

２．2　今川遺跡出土土器

　今川遺跡の土器片より分析用の破片を採取し、分析に供した。分析対象の土器は、今回新たに実測

したもので、図 6 と写真 1、表 4 に示した。なお、今川遺跡出土土器は、石田智子らによって胎土

分析が実施されており（石田ほか 2014）、粘土採掘坑とみられる遺構から採取された粘土と、今川

遺跡を含めた複数の遺跡出土弥生中期土器の元素組成の比較を通じて、土器製作の混和材技術や土器

製作単位などにアプローチが試みられている。小論は、分析対象が弥生前期土器ということもあり、

分析結果について十分に比較検討できていないが、今後の課題としたい。

　最初に、今川遺跡出土土器の蛍光 X 線分析の結果をみると、SiO2 は60%～ 70%、Al2O3 が16%～

25%の範囲に収まる（表 5）。このことから、今川遺跡出土土器製作に使用された材料は、沖田遺跡

と同様に酸性岩や中性岩に由来するとみられる。

　次に、蛍光 X 線分析によって得られた元素組成から検討する。CaO-K2O の分布をみると（図 7）、

CaO の値が低く分布するものとして、No.8 が挙げられる。No.8 は、Sr や Cr、Ni、Nb の元素も外

れた値を示しており、やや異質な胎土であると判断される。CaO-K2O、Rb-Sr の分布には広がりがみ

られ、Ca と Sr が高い値を示すものとして No.2、3、6、10、14 が挙げられる。一方、CaO、Sr が

低い値を示すものとして No.5、7、11、12、13 が挙げられる。MgO が高いグループとして No.9、

12、13、14 が挙げられ、Ni が高いものは No. １と 12 が看取されるが、元素分布を勘案すると、胎
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土のグループとしてのまとまりを抽出できるかどうかは判然としない。

　次に、偏光顕微鏡による岩石学的分析から岩石・鉱物組成を検討すると（表 6・図 8・9）、分析対

象の土器は、石英、⾧石類を中心とする鉱物組成であり、深成岩に特徴的な他形の石英・⾧石類や複

合粒子が多くの個体で確認されることから、沖田遺跡と同様に深成岩に由来する材料で製作されたと

考えられる。一方、変成岩粒子や凝灰岩とみられる粒子も一部確認される。有色鉱物をみると、黒雲

母を少量含み、角閃石や輝石類も確認できる。有色鉱物の含有量は試料によって多寡があり、黒雲母

図３　沖田遺跡と土井ヶ浜遺跡、周辺遺跡の元素分布の比較

図 2　沖田遺跡出土土器の元素分布
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表２　沖田遺跡出土土器の元素組成

表 3　沖田遺跡出土土器の鉱物組成



土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 20 号（2025）

7

図 4　沖田遺跡出土の偏光顕微鏡写真　スケール約 0.5㎜
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図 5　沖田遺跡出土土器の偏光顕微鏡写真　スケール約 0.5㎜
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を多く含むものとしてNo.5 と 9、角閃石や輝石を多く含むものとしてNo.9、No.10 が挙げられる。

　土器製作技術の観点から観察すると、一部の土器に素地の組織の色調が異なる部分がみられる

（No.7、8）。混和材として鉄分の異なる粘土を混ぜたことを示唆するかもしれない。

　なお、今川遺跡出土土器の胎土中の多くは火山ガラスが確認された。火山ガラスの含有量は少量で

あるが、土器製作の際の材料は、火山ガラスを含む土壌中から採取したことが推測される。

図６　今川遺跡分析土器（福津市教育委員会提供）
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写真 1　今川遺跡分析土器（福津市教育委員会提供）
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　今川遺跡の胎土からは深成岩由来の粒子が多く観察されることから、花崗岩類に影響を受けた土壌

から材料を採取したと考えられる。花崗岩は、今川遺跡の周辺では福津市渡海岸南部の西海岸、およ

び県道東側の丘陵地帯などにみられる（津屋崎町史編さん委員会 1999）。一部の土器に含まれる変

成岩は、福津市や宗像市に三郡変成岩類が分布している。火山ガラスは、更新統の中期段丘から阿蘇

-4 火砕流堆積物の検出が報告されており（福間町史編纂委員会 1998）、こうした火山ガラスを含む

段丘から材料を採取した可能があろう。

２．３　今川遺跡出土土器の火山ガラス噴出源の検討

　今川遺跡出土土器は、多くに火山ガラスが含まれている。そこで、火山ガラスの噴出源について検

討することにしたい。土器中の火山ガラスに着目して分析を行う研究は、柴正敏と関根達人らによっ

て精力的に進められ、火山ガラスの化学分析から東北地方の縄文土器を中心に土器の生産地を特定す

る研究が深化しており、東北地方の縄文土器の移動などに関して成果が得られている（柴 2014；柴・

関根2015a：柴・関根2015b；関根・柴 2022；関根・柴・辻 2017；関根・柴・近藤2018；関根・

近藤・柴 2018 ほか）。筆者も、⾧崎県原の辻遺跡出土土器に対して火山ガラスの検討を行い、AT な

どの複数の火山ガラスが含まれており、含有量は系統の違いなどに応じて変化することを指摘した

表 4　今川遺跡分析土器（福津市教育委員会提供）



土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 20 号（2025）

12

（鐘ヶ江2024）。

　本稿の今川遺跡出土土器で対象としたのは、No.7 であり、火山ガラス 2 点を分析した。火山ガラ

スの化学組成を把握するための EPMA の分析装置および条件は、以下の通りである。

・分析装置名：鹿児島大学機器分析部門　EPMA(JEOL JXA-8230)

・観察条件 

加速電圧：15.0 ｋ V 照射電流：1.00E-8A　分析エリア：φ5 μ m

・測定元素　SiO2、TiO2、Al2O3、FeO、MgO、CaO、Na2O、K2O

　

　EPMA の際は、土器薄片を作成し、偏光顕微鏡で火山ガラス粒子を確認したうえで、火山ガラスに

スポットをあてて化学組成の把握を行った。EPMA によって得られた元素値を、公表されている広域

テフラの火山ガラスの化学組成データ（町田・新井2003）を用いて比較検討し、土器中に含まれる

火山ガラスの供給源の特定を試みる。火山ガラスの化学組成は、火山ガラスの粒子 1 点ごとに 3 回

図 7　今川遺跡出土土器の元素分布
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図 8　今川遺跡出土土器の偏光顕微鏡写真　スケール約 0.5㎜
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図 9　今川遺跡出土土器の偏光顕微鏡写真　スケール約 0.5㎜
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計測し、表 7に平均値を示した。なお、元素値は分析装置の特性によって若干変動する可能性があり、

本稿の分析では軽元素 NaO がやや低い値をとっており、MnO も検出値以下であった。これは EPMA

の反射電子線の検出能や、元素値を算出する際の標準試料の性質に関係する可能性もある。こうした

装置による測定値の特性にも留意しつつ、化学組成を比較検討する。

　No.7 の火山ガラス 2 点を分析した。2 点とも近い元素値を示し、化学組成は類似しており火山ガ

図 11　沖田遺跡と今川遺跡出土土器の元素分布比較

図 10　今川遺跡出土土器 No.7 の火山ガラスの化学組成
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ラスの由来は同一であると考えられる。SiO2 の値が高く、他の元素の値は低い。

　以上の分析結果を広域テフラの火山ガラスの化学組成（町田・新井2003）と比較する。比較のた

めの広域テフラは、九州および西日本、全国一帯に堆積する主要な堆積物である阿蘇３テフラ（Aso-

3）、阿蘇 4テフラ（Aso-4）、姶良 ATテフラ（AT）とした。

　SiO2 とAl2O3 は、土器胎土を構成する最も主要な元素であるとともに、他の岩石や鉱物、火山ガラ

スでも主要な主成分元素である。SiO2 とAl2O3 は、微細な地域差などを抽出するには有効性は乏しい

ものの、おおまかな化学組成の特徴を把握するには重要な元素であり、また機器による元素値の変動

による偏りも少なく抑えられると考えられる。また FeO も、岩石や鉱物を特徴づける主要な元素で

ある。

　そこで、SiO2 と Al2O3 の元素分布について Aso-3、Aso-4 および ATと土器中の火山ガラスを比較

すると（図10）、土器の火山ガラスは SiO2 は 79％、Al2O3 は 12％付近で、AT の分布に比較的近い

ことがわかる。FeO、MgO も同様に、AT と近い値が得られた。一方、K2O は AT よりも高い値を示

している。装置の特性や薄片の状態などを反映している可能性もあり、今後の検討課題としたいが、

火山ガラスの化学組成はおよそAT と近い値を示していると判断してよいだろう。

表 5　今川遺跡出土土器の元素組成
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３．考察

　以上の分析をもとに、若干の考察を行いたい。沖田遺跡の蛍光X 線分析からは、胎土のグループ

のまとまりを抽出することができ、岩石学的分析においても、黒雲母を多く含む点などから他の土器

とは異質であることを指摘した。このグループを「沖田胎土A」としたが、これ以外の土器は、有色

鉱物の含有量はわずかであり、花崗岩由来の粒子を多く含み、元素組成も異なる。

　有色鉱物の含有量が少なく、花崗岩由来の粒子を含む土器は、筆者らの分析では（鐘ヶ江・棟上

2014）、土井ヶ浜遺跡周辺の土器と同様な特徴と判断される。蛍光X線分析の元素組成を勘案すると、

土井ヶ浜遺跡周辺の遺跡と胎土が一致するかどうかは、今後さらに検討を要するが、角島の対岸の集

落から沖田遺跡に搬入された可能性を想定したい。

　沖田胎土 A にみられる花崗岩起源の粒子から構成され、黒雲母を多く含む組成は、これまでの分

析では福岡市比恵・那珂遺跡や佐賀県吉野ケ里遺跡など北部九州で広く認められる特徴である（鐘ヶ

江2007）。そこで、小論では「沖田胎土A」は北部九州から搬入された可能性を想定したい。

　ただし、沖田胎土 A のうち、No.6 は下関市内にほぼ分布が限定される山形重弧文（田畑 2006）

表 6　今川遺跡出土土器の鉱物組成

表 7　今川遺跡出土土器の火山ガラスの化学組成（％ ,　合計 100％となるよう規格化）
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　成26 年度九州史学会大会考古学部会』

岡本和夫、1961「山口県豊浦郡豊北町角島の新生界」『地質学雑誌』第67 巻 791 号：476-483.

鐘ヶ江賢二、2007『胎土分析からみた九州弥生土器文化の研究』九州大学出版会

鐘ヶ江賢二、2024「北部九州弥生土器の火山ガラスの評価－壱岐・原の辻遺跡出土土器を中心に」『東アジア考古学

　の新たなる地平 宮本一夫先生退職記念論文集 ( 上巻 )』：305-317.

鐘ヶ江賢二・棟上俊二、2014「土井ヶ浜遺跡および周辺遺跡出土土器の胎土分析」『土井ヶ浜遺跡第 1 次～第 12 次

　発掘調査報告書』下関市文化財調査報告書 35：45-58.

が施文されている。山形重弧文の分布の中心は、中ノ浜遺跡がある下関市豊浦町と菊川町であり、広

域に分布する北部九州系とは異なる位置づけの土器である。元素組成も、Cr が低いことから、No.6

の元素組成は豊浦町周辺の土器の元素組成を示す可能性がある。他の沖田胎土A の土器に関しても、

具体的な搬入ルートの解明のためには、今後も考古学的検討とともに化学的データを蓄積させること

が必要である。

　今川遺跡出土土器は、沖田遺跡と同様に花崗岩起源の粒子から構成され、鉱物組成としては類似す

る。沖田胎土 A の土器は、当初今川遺跡からの移動の可能性も想定されたが、K2O や Ni などの元素

の分布（図11）を含めて勘案すると、今川遺跡から沖田遺跡へ直接土器が移動したとは考えにくい。

ただし、双方の土器で花崗岩粒子や火山ガラスを含む類似した組成が確認される背景には、遠隔地で

あっても、材料の選択や製作技法に共通の基盤があったことがうかがえる。

　沖田遺跡と今川遺跡は、弥生時代前期の集落遺跡であり、今回行った土器の胎土分析の結果は、集

落内外の活発な交流を示唆する。弥生時代前期は、遠賀川式土器が広く普及した時代であるが、北部

九州と山陰地方との人とモノの移動、情報の共有を通じて、遠賀川式土器の製作技術が普及した。沖

田遺跡をはじめとする日本海沿岸地域における弥生前期の遠賀川式土器の形成は、こうした人とモノ

の移動、土器製作技術の広域の情報ネットワークを基盤とするものであったといえよう。
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